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「人生１００年時代」は「皆さんの時代」 

校長 

 

人生１００年時代、キャリアパスポートにも書きました。これは２０１６年に外国の研究者が出版した本の

中で、「２００７年に先進国で生まれた子どもの半数が１０３歳までいきるだろう」と提唱し、１００年間生き

ることを前提とした人生設計の必要性を論じました。テレビやインターネットでも「人生１００年時代」をよく

目にします。勘違いしている人もいるようですが、５０半ばの私が１００歳まで生きるのではなく、今高校生

活を送っている皆さんがまさに「人生１００年時代」の人なのです。皆さんの人生、まだまだ始まったばかり。

高校生活で何を学び（学ぶのは勉強だけではありません）、何を身につけ、高校卒業後の９０年をどのよ

うに生きていくのか、進路を考えることがみなさんにはとてもとても大切になってきます。  

 

また、生成ＡＩの発達で今の仕事の半分がなくなり、新しい仕事が現れるとも 

言われています。例えば、スーパーのレジが自動化され、買い物客がいるところを 

ロボットが掃除をしています。これにより、レジ担当者や掃除をする人は少なくて 

済みます。また、ドローンの操縦者やユーチューバーは、１０年前はごくわずか 

でしたが、今は小さなこどもがドローンを扱い、ＹｏｕＴｕｂｅをアップしています。 

これからも予想もしていない新しい仕事がでてくるのは間違いないところです。 

 

今、科学技術の発展はスピードを増し、変化の激しい時代になっています。皆さんが生きているであろう

９０年後の社会が、どのような社会になっているのか予想もつきません。ですから、変化に対応するには、こ

ちらも変化しなければなりません。そのためには自主的に様々なことを学び続けることが大切になります。

本校で、自主的に学ぶ習慣を身につけ、自分がやりたいことを見つけ、なりたい自分を確立することを期

待しています。自分の進路についてあまり考えていなかった人は、今からでいいので考えましょう。どう考え

ればよいのか、分からない場合は先生方に相談してください。親身になって相談にのってくれる先生方で

すので、遠慮することなく、恥ずかしがらず、話しかけてください。進路指導担当

の先生方が、皆さんのために色々と工夫した企画を考えていますので、積極的

に取り組みましょう。 

（そうそう、体も鍛えないといけませんよ～） 

 

 

 

 



新年度は何かを変えるきっかけです 

進路指導部長 

 

 今年度は、生徒がよく進路室を訪ねてくれます。昼休みや空き時間、授業が終わった後など、多くの生徒が話

をしに来てくれたり、お弁当を食べに来てくれたりしています。私は、生徒が誰でも入ってきて、自分の将来のこ

とを真剣にあるいは、何となく考える場所であってほしいと思っています。ですから、卒業予定生徒はもちろんで

すが、そうではない中間年次や入学年次の皆さんもぜひ進路室を利用してください。 

 さて、新年度が始まりました。新入生の皆さんは特に新しい始まりを感じているのではないでしょうか。新年度

は何かを変えるきっかけになるいいチャンスです。これまで、自分の中で「ちょっと変えたいな」と思っていること

や習慣があれば、このチャンスを生かしてほしいです。 

 少し、就職の話をします。下の表を見てください。これは、平成２２年から令和６年までの宮城県における求人

倍率の推移を示したものです。東日本大震災前、高校生の求人倍率はとても低く高校生の就職氷河期と言わ

れた時代でした。そこに、東日本大震災が起こったのですから、これはますます就職が難しくなると思われました。

ところが、実際には大震災を機に高校生の求人数は増加傾向に転じました。加えて、少子化や進学希望者の

増加傾向もあって、求人倍率は今年３月卒業者では４．９４倍と信じられないほどの倍率になっています。 

 皆さん、この機会を大切にしてください。たくさん考えて、自分を磨いて、社会人になっていってください。進路

指導部はそのお手伝いを喜んでします。一緒に頑張っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                当面の進路に関する動き 

５月２４日（金） 
進路ガイダンス Ⅰ・Ⅱ部は３・４校時、Ⅲ部は１１・１２校時 

保護者進路説明会 １７時～ 

６月１０日（月） 前期第１回考査（～１４日（金）） 

７月１日（月） 求人票受付開始 

 
編集後記 令和６年度が始まって１か月が経とうとしています。進路指導部に所属して

３年目となり、進路に関する１年間の流れをつかめるようになりました。 

         皆さんの進路について一緒に考えていきたいと思います。進路室で待って

います。 

東日本大震災

H22.3月卒 H23.3月卒 H24.3月卒 H25.3月卒 H26.3月卒

県内求人数(人) 4,279 4,107 5,393 6,978 7,965

県内求職者数(人) 3,540 3,520 3,079 3,519 3,544

求人倍率（倍） 1.21 1.17 1.75 1.98 2.25

H27.3月卒 H28.3月卒 H29.3月卒 H30.3月卒 H31.3月卒

県内求人数(人) 9,394 9,769 10,082 10,975 10,957

県内求職者数(人) 3,462 3,497 3,439 3,279 4,019

求人倍率（倍） 2.71 2.79 2.93 3.34 3.62

コロナ影響 コロナ影響 コロナ５類移行 コロナ５類移行後

R2.3月卒 R3.3月卒 R4.3月卒 R5.3月卒 R６.3月卒

県内求人数(人) 11,536 9,774 9,680 10,077 10,948

県内求職者数(人) 3,153 2,816 2,669 2,359 2,216

求人倍率（倍） 3.66 3.47 3.63 4.27 4.94

高校生の就職氷河期と言われた時代

〈進路室より〉  

グラウンド内の桜  


